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①国土軸の複線化 ②交通混雑の緩和
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③物流の効率化支援 ④観光の活性化
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～シールド工法とは～

直
径
1
7
.6
8
m

⾧さ 14.25m

シールドマシン シールドマシンの進み方



8

～シールドマシンによる

掘削の仕組み～
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Ⅰ.掘削面の安定対策

～適切な添加材の選定～
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～適切な排土量の管理～

Ⅱ.地表面陥没の対策
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～河川横過部の対策～

Ⅲ.船橋川横過部（低土被り）の対策
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～振動抑制対策～

Ⅳ.振動発生の対策Ⅳ.振動発生の原因
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～地表面変状の計測～

④地中レーダー③常時微動アレイ②三次元点群測量①水準測量手法

レーダーを搭載した車両
により、路面下の空洞の
有無を調査します

公道上に設置した複数の
地震計により、微弱な振
動を測定し、地質構造を
推定します

三次元レーザー計測機と
デジカメにより、公道上で
３次元座標と画像を取得
します

公道上に据えた機械によ
り、地表面変位を計測しま
す

概要

レーダーの反射波から

空洞を推定

弾性波速度から

空洞・ゆるみを推定

３次元座標と画像から

地表面変状を把握

地表面変状(地表面の高
さや地面の傾き)を把握目的

発進側、到達側の

公道上

発進側、到達側の

公道上

トンネル路線全域の

公道上

トンネル路線全域の

公道上
対象

シールド通過前後シールド通過前後シールド通過前後掘進前、掘進中、掘進後頻度

地表面変状の計測方法


